
平成24年度事業計画案決まる

｢とやま世界ことも舞台芸術祭201 2｣を7月31日㈹～8月5日(日)に開催

く1)

藻
社
団
法
人
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第
4
7
回
理
事
会
は
､
平
成
2
3
年
1
 
2

月
1
 
3
R
㈹
冨
山
県
民
会
館
3
0
4
号
室
に
お
い
て
笹
林
一
樹
県
生
活
環
境

文
化
部
参
事
を
来
賓
に
迎
え
､
理
事
､
参
事
､
監
事
､
事
務
局
幹
事
な
ど

約
1
0
0
名
の
出
席
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
｡

役
員
の
異
動
案
､
平
成
2
4
年
度
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
骨
子
に
続
い

て
平
成
2
3
年
度
事
業
経
過
報
告
が
審
議
さ
れ
､
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
｡

平
成
2
4
年
度
の
事
業
と
し
て
､
次
の
案
件
が
審
議
､
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

7
月
下
旬
か
ら
8
月
初
旬
に
か
け
て
｢
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術

祭
2
0
1
2
｣
を
開
催
し
ま
す
｡
第
1
8
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展
(
7

月
上
旬
)
'
第
6
1
回
富
山
県
芸
術
祭
(
6
月
-
2
月
)
､
第
3
7
回
富
山
県
青

少
年
美
術
展
(
9
月
中
旬
)
､
第
3
5
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
1
1
月
上
旬
)
､
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業
､
芸
術
鑑
賞
(
平
成
2
5
年

3
月
中
旬
)
を
そ
れ
ぞ
れ
例
年
通
り
実
施
し
ま
す
｡

県
内
文
化
団
体
海
外
公
演
事
業
で
は
､
こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事

業
言
月
)
　
百
中
友
好
交
流
事
業
)
､
日
韓
友
好
交
流
事
業
､
チ
ェ
コ
･

プ
ラ
ハ
派
遣
事
業
(
1
2
月
)
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
他
､
ハ
ン
ガ
リ
ー
･
バ
ラ
ト
ン
美
術
キ
ャ
ン
プ
､
ハ
ン
ガ
リ
ー
･

ハ
イ
ド
ゥ
-
ビ
ハ
-
ル
県
コ
-
シ
ユ
･
カ
ロ
イ
美
術
工
芸
学
校
へ
の
派
遣

事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

受
託
事
業
と
し
て
､
県
民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
2
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
　
(
9
月
)
､
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
､
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
及

び
は
-
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
例
年
通
り
開
催
し
ま
す
｡

ま
た
､
共
催
事
業
と
し
て
､
第
6
7
回
富
山
県
美
術
展
(
6
月
)
､
美
の

祭
典
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2
　
(
日
月
)
が
行
わ
れ
ま
す
｡

県
立
文
化
ホ
ー
ル
や
新
利
賀
山
房
等
で
行
わ
れ
る
｢
と
や
ま
舞
台
芸
術

祭
2
0
1
2
｣
は
､
9
月
3
0
日
に
､
利
賀
芸
術
公
園
･
新
利
賀
山
房
で
邦

楽
公
演
を
､
利
賀
山
房
で
音
楽
朗
読
劇
&
洋
舞
公
演
を
行
い
､
日
月
2
4
日

は
冨
山
県
民
会
館
に
お
い
て
､
オ
ペ
ラ
公
演
を
開
催
い
た
し
ま
す
｡



平
成
2
 
3
年
度
芸
術
鑑
賞
　
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
｢
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
｣

チ
ェ
コ
･
プ
ラ
ハ
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
と
可
西
舞
踊
研
究
所
に
よ
る
合
同
公
演

平
成
2
3
年
1
2
月
1
 
7
円
皿
と
1
8
日
伸
の
2

日
間
､
平
成
2
3
年
度
芸
術
鑑
貫
ダ
ン
ス

フ
ァ
ン
タ
ジ
-
｢
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
｣

を
冨
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
｡

第
1
部
の
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
は
､
ボ

ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
に
よ
る
｢
f
パ
ピ
ヨ
ン
』

パ
･
ド
･
ド
ゥ
｣
､
｢
ウ
イ
ン
ナ
･
ワ
ル
ツ
｣

か
ら
始
ま
り
､
可
酉
舞
踊
研
究
所
の
｢
森

の
舞
踏
会
｣
'
｢
S
o
n
g
s
o
f
B
i
r
d
s
-
う
た

｢
｣
え
ー
｣
な
ど
計
9
演
目
を
披
露
し
ま
し

た
｡
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
の
鍛
え
ぬ
か
れ

た
高
い
技
術
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
表
現
力
､

可
西
舞
踊
研
究
所
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
繰

り
広
げ
る
感
情
豊
か
な
揮
身
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
､
観
音
ら
は
日
を
帽
り
ま
し
た
o

第
2
部
は
､
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
と
可

西
舞
踊
研
究
所
の
合
同
公
演
ダ
ン
ス
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
｢
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
｣
　
(
ム
=

香
.
宮
島
春
彦
､
作
曲
.
八
幡
茂
､
演
出
･

振
付
.
可
西
晴
昏
)
　
を
上
演
o

こ
の
輝
石
は
'
｢
マ
ッ
チ
尤
り
の
少
女
｣

に
｢
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
｣
　
｢
赤
い
靴
｣

｢
す
ず
の
兵
隊
｣
な
ど
､
複
数
の
ア
ン
デ

ル
セ
ン
童
話
を
組
み
込
ん
だ
物
語
ダ
ン
ス

で
､
平
成
2
0
年
の
｢
第
1
回
と
や
ま
世
界

∵

こ
ど
も
獅
百
蓑
術
祭
｣
で
上
漬
さ
れ
た
際

に
､
舞
台
を
見
た
プ
ラ
ハ
ー
バ
レ
エ
･
コ

ン
セ
ル
ヴ
ア
ト
ワ
ー
ル
の
関
係
者
か
ら
､

作
品
捉
供
と
指
導
者
の
派
遣
を
し
て
欲
し

い
と
の
申
し
出
が
芸
文
協
に
あ
り
､
チ
ェ

コ
版
公
演
が
実
現
｡
平
成
2
 
1
年
1
 
2
月
に
は

チ
ェ
コ
国
立
ス
タ
ヴ
オ
フ
ス
ケ
-
(
エ
ス

テ
ー
ト
)
劇
場
に
お
い
て
､
可
西
舞
踊
研

究
所
･
可
内
情
否
代
表
が
チ
ェ
コ
の
国
立

劇
場
で
演
山
･
振
付
を
す
る
と
い
う
､
日

本
人
と
し
て
初
め
て
の
快
挙
を
為
し
遂
げ
､

チ
ェ
コ
初
演
は
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
｡

こ
の
チ
ェ
コ
版
公
演
は
現
地
で
所
柄
を
重

ね
､
チ
ェ
コ
国
立
劇
場
の
人
気
レ
パ
ー
ト

リ
ー
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

今
回
は
'
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
4
害
と

可
西
舞
踊
研
究
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
最
大
限
に
生
か
し
た
素
晴
ら
し
い
共
同

作
晶
を
創
り
上
げ
ま
し
た
｡
数
々
の
印
象

的
な
シ
ー
ン
や
心
揺
さ
ぶ
る
音
楽
が
よ
り

一
層
観
る
者
を
魅
了
し
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

美
し
-
も
哀
し
い
幻
想
的
な
世
界
へ
と
誘

い
ま
し
た
r
J

ま
た
､
こ
の
合
同
公
演
に
よ
っ
て
出
演

昔
た
ち
は
互
い
に
刺
激
し
高
め
合
い
､
今

後
の
活
動
へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
｡

∴



和田朝子舞踊研究所

可西舞踊研究所

ボヘミアバレエ団

藤間松山社中

T'17-.;_ ｣甘

L.- ｣亡コ
審査員による作品解説

く3)

∴

と
や
ま
世
界
こ
と
も
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
2
　
プ
レ
公
演

･
.
.
:
,
I
 
I
.
 
I

美
の
祭
典
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1

今
圧
7
月
3
 
1
H
u
d
か
ら
闘
僻
の
｢
と
や
ま
世
舛
こ

ど
も
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
2
｣
を
P
R
す
る
プ
レ
公

演
を
昨
年
1
 
2
月
中
旬
に
行
い
ま
し
た
｡

海
外
か
ら
お
招
き
す
る
同
体
と
県
内
の
団
体
が
共

演
す
る
プ
レ
公
演
は
､
9
月
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

劇
団
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
･
ス
タ
ジ
オ
･
デ
ブ
レ
ツ
エ
ン

が
招
か
れ
､
今
回
は
チ
ェ
コ
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ

印
を
お
招
き
し
て
上
淡
し
ま
し
た
｡

1
2
月
1
 
0
日
㈹
入
善
町
民
会
館
(
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
)
で
は
､

可
西
舞
踊
研
究

所
と
和
田
朝
子

舞
踊
研
究
所
が

出
演
｡
｢
雪
に
舞

う
　
蝶
｣
(
可
西

舞
踊
研
究
所
)
､

｢
ピ
ク
ニ
ッ
ク

♪
♪
｣
(
和
田
朝

子
舞
踊
研
究

所
)
な
ど
､
全
1
 
5

演
目
を
披
露
し

ま
し
た
｡

1
 
2
月
1
 
5
日
㈹
黒
部
車
国
際
文
化
セ
ン
タ
-
･

コ
ラ
ー
レ
の
公
演
で
は
､
可
西
舞
踊
研
究
所
と

藤
間
松
山
社
中
が
出
演
し
'
｢
秋
の
手
紙
｣
　
(
可

丙
舞
踊
研
究
所
)
､
｢
長
唄
　
手
習
い
子
｣
　
(
蘇

間
松
山
社
中
)
な
ど
､
令
1
 
2
演
臼
を
上
演
｡

ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
は
､
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
の
名
作
｢
『
パ
ピ
ヨ
ン
』
　
パ
･
ド
･
ド
ゥ
｣
､

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
　
｢
イ
ン
デ
ィ
ゴ
･

ロ
ー
ズ
｣
､
チ
ェ
コ
や
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
の
フ
ォ
ー

ク
･
ダ
ン
ス
な
ど
､
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
高

い
技
術
で
来
場
者
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
｡

｢
美
の
祭
典
　
越
申
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1
｣

が
､
平
成
2
3
年
日
月
2
6
口
出
か
ら
別
口
㈹
ま
で
､
富

山
県
民
会
館
の
美
術
館
と
堰
小
室
､
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

今
回
か
ら
'
富
山
県
内
在
住
音
だ
け
で
な
-
､
富

山
県
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
出
品
が
可
能
と

な
り
､
平
面
部
門
で
6
0
8
点
､
上
れ
体
部
門
で
1
0

7
点
と
､
昨
年
を
5
2
点
上
回
る
7
1
5
点
の
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
｡

各
ジ
ャ
ン
ル
の
審
査
H
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
5
2
3
点
が
入
選
し
､
平
面
部
門
で
は
､
石
仙
伸

夫
氏
の
｢
不
=
,
j
議
な
ロ
ー
プ
｣
が
､
立
体
部
門
で
は
､

米
元
優
曜
氏
の
｢
E
x
t
e
n
d
i
n
g
l
m
p
a
c
t
｣
が
大
貫
を

一
霊
日
､
ま
た
5
蔵
の
村
石
葉
奈
さ
ん
が
優
秀
賞
を
歴

代
最
年
少
で
受
賞
し
､
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
｡

表
形
式
後
に
は
､
パ
ネ
リ
ス
ト
に
､
画
家
の
木
F

普
氏
'
2
0

1
0
年
度
越

中
ア
ー
ト
大

貫
受
賞
者
の

竹
腫
美
也
子

氏
､
県
立
近

代
美
術
鮒
の

若
松
基
氏
を

迎
え
'
｢
可
能

性
の
発
掘
｣

と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま

L
i
J

ま
た
､
期
刷
申
は
､
入
賞
･
入
選
作
=
W
の
埴
小
や

審
査
員
等
に
よ
る
作
品
の
解
説
･
講
評
に
加
え
､
私

の
お
気
に
入
り
と
題
し
､
入
賞
作
=
洲
二
佳
作
を
除
く
)

の
中
か
ら
､
一
番
好
き
な
作
品
を
選
ん
で
投
票
す
る

と
抽
選
で
県
内
有
害
美
術
作
家
に
よ
る
色
紙
な
ど
素

敵
な
賞
品
が
当
た
る
交
流
事
業
や
学
生
に
よ
る
ア
ー

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
､
ま
た
､
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
絵

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
絵
幽
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
､
県
卜
の
幼
稚
噂
保
育
園
児
が

｢
笑
顔
の
花
～
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
ス
ト
ー
リ
-
～
｣

を
テ
ー
マ
に
､
お
と
ぎ
話
の
中
か
ら
お
花
が
出
て
く

る
物
語
の
■
場
面
を
､
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
よ
う

に
と
願
い
を
込
め
て
共
同
制
作
し
ま
し
た
｡

2
6
口
か
ら
別
口
ま
で
の
本
地
に
は
1
0
'
0
1
3

人
が
来
場
し
､
会
期
終
了
後
､
主
な
入
賞
作
品
は
､

県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
､
北
日
本
新
聞
社
新
川
支
社

ギ
ャ
ラ
リ
ー
､
北
日
本
新
聞
砺
波
支
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
会
場
と
し
た
巡
回
展
で
平
成
2
3
年
1
 
2
月
下
旬
ま
で

展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

昨
咋
1
2
〃
7
日
に
'
同
フ
ェ
ス
タ
で
実
行
委
員
･

審
査
員
を
務
め
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
高
岡
市
美
術

鮒
長
の
遠
確
幸
l
先
生
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
.
遠
藤

先
生
は
､
同
フ
ェ
ス
タ
だ
け
で
な
く
県
展
で
も
そ
の

指
導
力
と
宮
美
肌
を
い
か
ん
な
-
発
揮
さ
れ
'
蕃
在

会
を
力
強
く
公
平
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
｡
お
人
柄
も

混
厚
で
'
こ
れ
か
ら
も
県
美
術
展
の
桐
服
と
し
て
清

躍
し
て
頂
け
る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
痛
恨
の
極
み

で
す
｡



(吹奏楽部門)前田綾子先生

(吹奏楽部門)菊本和昭先生

(演劇部門)イシユトワァーン･ピンツエーシユ博士

平
成
2
 
3
年
度
　
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

い
年
代
を
対
象
に
､
受
講
者
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
て
､
腕
と
指
の
形
や
プ
リ
工

な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
基
礎
的
な

動
き
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
頂
き
ま
し

た
｡
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
に
､
受
講
音

は
集
中
し
て
レ
ッ
ス
ン
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
｡

大
学
非
常
勤
講
師
の
前
田
先
生
に
､

申
･
･
.
揃
生
を
対
象
に
指
導
し
て
頂
き
ま

し
た
｡
奏
法
の
指
導
の
ほ
か
｢
カ
ル
メ

ン
｣
　
問
奏
曲
と
い
っ
た
フ
ル
ー
ト
の
名

曲
の
実
演
も
あ
り
､
参
加
し
た
生
徒
は

技
術
だ
け
で
は
な
く
感
性
も
･
研
く
こ
と

が
出
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
｡

ら
積
極
的
に
質
問
が
出
る
な
ど
､
熱
気

あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
o

【
洋
舞
部
門
】

(
松
下
美
規
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
⊥

平
成
2
3
年
1
2
月
1
0
日
出
･
1
 
1
日
脚
･

1
2
日
㈲
･
1
4
日
㈹

大
川
都
バ
レ
エ
教
室
ス
タ
ジ
オ
､

可
西
舞
踊
研
究
所
富
山
ス
タ
ジ
オ
､

高
岡
第
一
学
園
幼
稚
園
教
諭
保
育

卜
養
成
所
､
可
西
舞
踊
研
究
所
高

岡
ス
タ
ジ
オ

講
師
=
ロ
ベ
ル
タ
･

ボ
ス
ピ
シ
ィ
ロ
ヴ
ア
-
先
i
t
:

(
チ
ェ
コ
･
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
一

プ
ラ
ハ
･
バ
レ
エ
コ
ン
セ
ル
ヴ
ア
ト

ワ
ー
ル
教
師
の
ボ
ス
ピ
シ
ィ
ロ
ヴ
ア
-

先
生
に
､
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
幅
広

ー
ト
l
ー

【
演
劇
部
門
】

マ
ス
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む
も
の
や
'
参
加
者
同
士
ペ
ア
に
な

り
相
手
に
身
体
を
預
け
て
信
頼
を
築
く

も
の
､
動
物
の
お
面
を
使
用
し
た
ゲ
ー

ム
や
即
興
劇
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た

り
､
受
講
苗
は
､
身
体
を
動
か
す
こ
と

で
表
情
が
自
然
と
豊
か
に
な
る
こ
と
を

実
証
的
に
楽
し
く
学
び
ま
し
た
｡

【
吹
奏
楽
部
門
】

(
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
⊥

平
成
E
Q
年
1
2
月
1
0
日
出
石
日
脚

射
水
市
立
大
門
中
学
校
､

宵
山
市
立
呉
羽
中
学
校

講
師
-
前
田
綾
子
先
生
ラ
ル
ー
上

乗
衰
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
フ
ル
ー
ト
奏
者
で
'
洗
足
学
園
音
楽

∴

平
成
3
年
1
 
2
月
2
6
日
㈲
･
2
7
日
㈹

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
､

射
水
市
立
大
門
中
学
校

講
師
=
菊
本
和
昭
先
生
下
ラ
ン
ぺ
ッ
上

N
H
K
交
響
楽
団
契
約
団
員
の
菊
本

先
生
に
､
小
･
中
･
高
･
 
I
J
校
生
､
大
学
生
､

一
般
の
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
､
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
基
本
奏
法
､
練
習
法
を
指
導

し
て
頂
き
ま
し
た
｡
よ
り
よ
い
演
奏
に

向
け
た
呼
吸
法
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
内
杏
で
､
講
習
後
に
は
受
講
生
か

南
本
幸
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
⊥

平
成
E
Q
年
1
 
2
月
2
 
1
日
㈹
･
2
日
㈹

高
岡
第
一
学
園
附
属
第
二
幼
稚
園
､

氷
見
市
立
十
三
中
学
校
､

高
岡
第
一
高
等
学
校
､

富
山
県
立
志
貴
野
高
等
学
校

講
師
-
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ア
ー
ン
･

ピ
ン
ツ
エ
ー
シ
ュ
博
士

(
ハ
ン
ガ
リ
ー
･
演
出
家
)

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
ぺ
シ
ュ
テ
ィ
･
マ

ジ
ャ
ー
ル
劇
場
演
出
家
の
ピ
ン
ツ
エ
ー

シ
ュ
先
生
に
よ
る
幼
児
か
ら
中
∴
=
仙
生
､

大
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
､
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
わ
か

り
や
す
-
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
教
え
て

頂
き
ま
し
た
｡
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ク
リ
ス

∴

ー　　　　CJ25

こ

こ

ロ

　

　

幸

昨
年
1
 
2
月
7
日
に
高
岡
市
美

術
館
長
で
芸
文
協
事
務
局
参
与

の
遠
藤
幸
一
先
生
が
､
同
月
1
 
3

日
に
､
芸
文
協
元
参
事
の
福
井

宗
寿
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
｡

お
二
方
に
は
､
富
山
県
の
芸

術
文
化
の
振
興
と
発
展
や
芸
文

協
の
事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご

工
員
融
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
､
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
｡



11月29日　富山県立高志支援学校

石井隆一知事からご祝辞

12月4日　氷見市民会館

12月21日　富山視覚総合支援学校

く5)

∵

小
泉
　
博
(
旭
日
双
光
章
)
･
小
泉
邦
子
(
北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞
)

｢
ご
夫
妻
を

こ
の
度
'
小
弟
悼
芸
文
協
会
長
が
平
成
2
3

年
度
秋
の
叙
勲
で
旭
口
双
光
章
を
､
邦
子
夫

人
が
平
成
2
3
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞

を
受
賞
さ
れ
'
｢
こ
夫
妻
を
祝
う
会
｣
　
が
'

平
成
2
3
年
1
 
2
月
2
3
日
制
､
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
･
鳳
の
間
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
｡
会
場
に
は
3
4
0
余
名
が
集
ま
り
'

ご
夫
妻
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
｡

と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
o
A

s
I
S
の
小
港
抗
琴
さ
ん
､
腰
井
涼
子
さ
ん
'

増
山
理
恵
さ
ん
､
村
上
麻
理
さ
ん
に
よ
る

ウ
エ
ル
カ
ム
演
奏
'
富
山
県
黒
牛
会
の
川
L

政
平
さ
ん
'
舘
聖
さ
ん
､
水
口
純
治
さ
ん
､

平
井
憲
明
さ
ん
に
よ
る
仕
舞
｢
鶴
亀
｣
　
で
始

ま
り
､
発
起
人
代
表
と
し
て
平
田
純
芸
文
協

名
誉
会
長
が
挨
拶
を
さ
れ
､
石
井
隆
二
日
田
山

県
知
事
と
､
河
合
陸
北
日
本
新
聞
社
代
表
取

締
役
社
長
が
心
に
残
る
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
｡続

い
て
､
平
田
純
芸
文
協
名
誉
会
長
に
よ

る
記
念
=
m
贈
=
｣
､
小
泉
ご
夫
妻
の
お
孫
さ
ん

た
ち
に
よ
る
紅
バ
ラ
と
白
バ
ラ
の
花
束
贈
口
.
(

の
後
､
こ
夫
妻
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
｡

お
祝
い
の
演
奏
と
し
て
黒
川
百
一
垣
さ
ん
の

筆
演
奏
｢
讃
歌
｣
　
と
､
L
F
西
舞
踊
研
究
所
の

皆
さ
ん
に
よ
る
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
｢
新
太
鼓

の
舞
｣
が
披
露
さ
れ
､
芸
文
協
参
議
で
日
展

参
与
の
横
山
=
:
:
;
介
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の
(
'
｣
発

声
の
後
､
歓
談
に
入
り
ま
し
た
｡
利
や
か
な

歓
談
の
中
､
劇
団
文
芸
座
の
谷
井
美
大
さ
ん

祝
う
会
｣

と
平
日
義
人
さ
ん
が
､
:
L
押
各
国
の
普
名
人

を
真
似
た
余
興
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
｡

ま
た
､
海
外
か
ら
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
､

ご
夫
妻
を
は
じ
め
芸
文
協
と
親
交
の
深
い
イ

シ
ュ
ト
ヴ
ア
-
ン
･
ピ
ン
ツ
エ
ー
シ
ュ
氏

(
ハ
ン
ガ
リ
⊥
　
に
二
本
締
め
を
'
ロ
ブ
･

ヴ
ア
ン
･
ヒ
ユ
ネ
ヒ
テ
ン
氏
(
ベ
ル
ギ
⊥

に
万
歳
を
し
て
頂
き
ま
し
た
｡
小
泉
会
長
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
さ
れ
た
の
が
5
2
回
､
イ

シ
ュ
ト
ヴ
ア
ー
ン
･
ピ
ン
ツ
エ
ー
シ
ュ
氏
の

来
日
が
今
回
で
4
8
回
目
と
な
り
､
お
二
人
を

足
し
て
ち
ょ
う
ど
1
0
0
回
に
な
る
記
念
す

べ
き
∪
と
な
り
ま
し
た
｡

終
わ
り
に
､
吉
E
j
泉
芸
文
協
副
会
長
･
特

命
統
折
が
挨
拶
を
述
べ
､
祝
出
会
は
目
出
度

く
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
｡

∴

平
成
2
 
3
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

1
1
月
a
日
㈹

富
山
県
｣
皇
同
志
支

援
学
校
に
於
い
て
､

洋
楽
と
声
楽
の
公

演
を
行
い
ま
し
た
｡

声
楽
の
八
卜
鳥

由
美
子
氏
(
ソ
プ

ラ
∠
　
と
間
部
栄

I
;
氏
(
ピ
ア
ノ
)
に

よ
る
公
演
で
は
､

｢
サ
ッ
ち
ゃ
ん
｣
　
や

｢
い
ぬ
の
お
ま
わ
り

さ
ん
｣
な
ど
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
披
露
し
ま
し
た
｡

洋
楽
公
演
で
は
､
み
ゅ
～
じ
s
U
N
金
管
5
重
奏
用

が
　
｢
と
な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ロ
デ
ィ
｣
　
や
｢
世
界
に
ひ
と

つ
だ
け
の
花
｣
､
｢
マ
ル
･
マ
ル
･
モ
リ
･
モ
リ
ー
｣
な

ど
計
6
曲
を
演
奏
し
､
｢
ヤ
ン
グ
マ
ン
｣
　
で
は
､
音
楽
に

よ
る
肇
と
東
面
魁
山
氏
に
よ
る
尺
八
の
優
雅
な
調
べ
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
｡

続
い
て
の
渋
川
流
剣
詩
舞
道
聖
慧
会
の
公
演
で
は
､

｢
富
士
山
｣
や
｢
止
山
を
望
む
｣
'
｢
敷
島
の
｣
な
ど
'
吟
詠
､

詩
舞
､
剣
舞
の
9
演
目
を
披
露
｡

洋
舞
の
可
西
舞
踊
研
究
所
は
､
｢
世
界
で
一
番
が
ん

ば
っ
て
い
る
君
に
｣
や
｢
花
町
計
｣
な
ど
を
披
露
L
t

観
客
は
､
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
楽
し
い
世
界
に
惹

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
｡

1
 
2
月
2
 
1
日
㈹
に
冨
山
視
覚
総
合
支
援
学
校
に
て
行
い

ま
し
た
洋
楽
と
声
楽
･
合
唱
の
公
演
で
は
､
合
唱
団
そ

ら
ま
め
が
､
結
成
当
初
に
練
習
し
､
グ
ル
ー
プ
名
に
も

な
っ
た
　
｢
そ
ら
ま
め
｣
　
や
｢
ふ
る
さ
と
｣
な
ど
を
歌
い

し
げ
ま
し
た
｡

続
い
て
､
白
尾
祐
典
氏
ヨ
ン
ト
ラ
バ
ス
)
､
降
旗
頁

理
子
氏
(
ピ
ア
ノ
)
､
村
上
真
理
莱
氏
(
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
)

に
よ
る
洋
楽
公
演
で
は
'
楽
曲
披
露
の
他
に
､
子
ど
も

合
わ
せ
て
体
を
動

か
す
な
ど
､
楽
し

い
時
制
を
過
ご
し

ま
し
た
｡

1
2
月
4
日
個
の

洋
舞
と
邦
楽
､
詩

吟
剣
舞
の
公
演
は
､

氷
見
市
民
会
館
で

行
い
ま
し
た
｡

ま
ず
､
村
松
雅

楽
文
社
申
(
北
陸

琴
民
謡
学
院
)
　
に

た
ち
が
実
際
に
楽

器
を
体
験
す
る
場

面
も
あ
り
､
初
め

て
触
れ
る
楽
器
に

興
味
津
々
で
し
た
｡

ま
た
､
｢
ク
リ
ス
マ

ス
メ
ド
レ
ー
｣
　
で

は
'
聞
近
に
せ
ま

る
ク
リ
ス
マ
ス
の

気
分
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
｡
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第
3
7
回
金
沢
美
大
出
身
作
家

け
や
き
展

1
2
月
1
0
日
出
～
1
2
月
1
3
日
㈹

富
山
県
民
会
館
美
術
館

2
0
1
2
年
こ
と
も
が
措
い
た

干
支
の
絵
展
覧
会

1
月
1
 
3
日
㈲
～
1
月
1
 
5
日
㈲

囲
大
谷
芸
術
交
流
館

第
1
 
2
回
と
や
ま
青
少
年
伝
統
芸
能
祭

1
月
2
2
日
㈲

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

作
農
啓
一
作
品
集

1
月
中
旬

第
1
 
1
回
富
山
県
室
内
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
日
日
㈱

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

田
代
慎
之
介
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

2
月
1
2
日
㈲

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

春
季
邦
楽
演
奏
会

2
月
1
2
日
㈲

砺
波
市
文
化
会
館

平
成
2
3
年
度
富
山
県
立
ホ
ー
ル
連
携

｢
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
!
郷
土
の
音
楽
家

た
ち
コ
ン
サ
ー
ト
｣
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
魅
力
に
迫
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
名
曲

2
月
1
8
日
3

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

平
成
2
3
年
度
富
山
県
立
ホ
ー
ル
連
携

｢
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
-
郷
土
の
音
楽
家

た
ち
コ
ン
サ
ー
ト
｣
　
ブ
ラ
ー
ム
ス
&

和
楽
器
の
名
曲
～
和
と
洋
楽
器
に
よ

る
新
作
曲
(
初
演
)
～

2
月
1
9
日
㈲

新
川
文
化
ホ
ー
ル

平
成
2
3
年
度
富
山
県
尚
歯
会
吟
詠
大
会

2
月
1
9
日
㈲

富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー

サ
ン
フ
ォ
ル
テ
　
ホ
ー
ル

第
1
 
9
回
春
を
生
け
る

北
日
本
い
け
ば
な
展

3
月
1
日
㈹
-
3
月
6
日
㈹

高
岡
大
和
6
階
ホ
ー
ル

片
岡
鶴
太
郎
の
世
界
　
(
仮
称
)

3
月
3
口
3
-
4
月
2
2
日
㈲

架
翠
亭
美
術
館

合
唱
団
｢
楽
音
樹
｣
S
e
c
o
⊃
d
C
o
⊃
c
e
ユ

3
月
1
0
日
出

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

華
道
家
元
池
坊
富
山
中
央
支
部

創
立
6
0
周
年
記
念
花
展

3
月
1
0
口
出
～
3
月
日
日
㈲

富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

学
校
法
人
富
山
音
楽
院

第
6
2
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
目
口
冊

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

∴

『
国
鳥
の
四
季
』
　
写
真
展

3
月
1
 
6
日
㈲
～
3
月
1
 
8
日
㈲

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
C

第
2
6
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

コ
ン
サ
ー
ト

3
月
1
6
日
幽

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

平
成
2
3
年
度
㈲
日
本
民
謡
協
会

｢
民
謡
民
舞
富
山
県
連
合
大
会
｣

｢
民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会
｣

3
月
1
8
日
㈲

砺
波
市
文
化
会
館

第
5
7
回
一
陽
展
富
山
展

3
月
3
0
日
㈲
～
4
月
1
 
0
日
㈹

富
山
県
民
会
館
美
術
館

片
山
陛
山
開
軒
4
0
周
年
記
念

第
4
回
陛
山
会
尺
八
演
奏
会

4
月
1
4
日
出

砺
波
市
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

第
6
回
高
岡
講
談
会

～
神
田
愛
山
と
ア
マ
弟
子
の
会
～

4
月
1
5
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

多
目
的
小
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
4
4
回
定
期
演
奏
会
(
大
沢
野
公
演
)

4
月
2
8
目
出

富
山
市
大
沢
野
文
化
会
館

第
2
0
回
記
念
ミ
レ
ー
友
好
協
会
北
陸
展

(
全
国
一
般
公
募
)

5
月
1
 
7
日
㈹
～
5
月
2
0
口
㈲

富
山
県
民
会
館
美
術
館

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
　
桐
朋
ア
カ

デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
実
習
公
開
授
業
　
第
1
日
､
第
2
日

5
月
1
8
日
㈲
～
5
月
1
9
日
出

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
･

リ
ハ
ー
サ
ル
室

〟
和
と
美
小
を
伝
え
て
7
0
年

池
坊
魚
津
支
部
創
立
7
0
周
年
記
念
花
展

5
月
1
 
9
目
出
～
5
月
2
0
日
㈲

新
川
文
化
ホ
ー
ル
　
展
示
ホ
ー
ル

音

の

芽

コ

ン

サ

ー

ト

～

v

O

-

･

1

-

5
月
2
 
7
日
㈲

富
山
県
教
育
文
化
会
館

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

6
月
8
日
幽

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

宇
波
千
神
吟
道
4
5
年
　
冨
山
千
吟
会

創
立
4
0
周
年
記
念
　
吟
道
大
会

6
月
1
7
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

東
京
大
学
音
楽
部
管
弦
楽
団
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
2
富
山
公
演

8
月
1
2
日
榔

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

∴

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
4
5
回
定
期
演
奏
会

9
月
2
8
日
出

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
　
桐
朋
ア
カ

デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
協
奏
曲

の
夕
べ
1
0
月
2
0
日
出

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

日
月
1
8
日
㈲

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

『
雷

協

八

雷

驚
●

-

~

お
よ
う
こ
び
の
人
々

幸
成
2
 
3
年
ー
｡
月
以
降
敬
称
略
･
記
名
順
不
同
)

日
本
い
け
ば
な
芸
術
協
会

名
誉
特
別
会
員
就
任

堀
田

五
十
嵐

茶
道
･
林
義
牧
派
遠
州
流

1
3
代
案
元
就
任

『
遵
盈
律
紺
摘


